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Ｇ
Ｏ
Ａ
２・５
導
入
に 

踏
み
切
っ
た
南
海
電
鉄

将
来
の
鉄
道
事
業
を
維
持
す
る
た
め
の
一

つ
の
解
決
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
自
動
運

転
。
南
海
電
鉄
は
、
な
か
で
も
私
鉄
初
と
な

る
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
（
係
員
付
き
自
動
運
転
）

で
の
営
業
運
転
を
、
２
０
２
７
年
度
か
ら
高

師
浜
線
（
羽は

衣ご
ろ
も

駅
～
高た

か

師し
の

浜は
ま

駅
）
で
開
始

す
る
予
定
だ
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
の
が
鉄

道
事
業
本
部
安
全
推
進
部
次
世
代
鉄
道
シ
ス

テ
ム
導
入
推
進
課
長
の
岡
本
広
基
さ
ん
だ
。

自
動
運
転
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
ほ
か
、
運
転
士
を
は
じ
め
と
す
る
乗
務

員
の
育
成
や
新
人
研
修
を
行
う
鉄
道
研
修
セ

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
す
る
。

関
西
国
際
空
港
の
開
港
に
合
わ
せ
て
空
港

線
を
開
業
し
た
当
時
、
南
海
電
鉄
は
１
９
９

３
年
、
１
９
９
４
年
に
大
量
採
用
を
行
っ

た
。
一
方
、
そ
の
後
は
採
用
数
を
絞
り
込
ん

だ
た
め
、
岡
本
さ
ん
は
「
社
内
の
年
齢
構
成

が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る
」
と
話

す
。
大
量
採
用
世
代
は
50
歳
を
超
え
、
今
後

は
退
職
期
を
迎
え
る
。
高
卒
新
卒
採
用
の
再

開
や
離
職
防
止
策
を
含
め
、
人
材
確
保
を
急

い
で
い
る
。

「
離
職
者
に
聞
く
と
、
泊
ま
り
勤
務
が
負

担
だ
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
い
。
そ
う
し
た

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
南
海
本
線
の
一
部

の
駅
で
は
試
験
的
に
泊
ま
り
勤
務
を
な
く
し

て
日
勤
だ
け
に
し
た
り
、
早
朝
深
夜
で
も
遠

隔
で
監
視
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
、
大

幅
に
泊
ま
り
勤
務
を
減
ら
す
な
ど
、
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
も
注
力
し
て
い
ま

す
」こ

う
し
た
流
れ
の
中
で
、
自
動
運
転
も
社

員
の
負
担
を
大
き
く
軽
減
す
る
取
り
組
み
と

し
て
重
要
度
が
高
い
。

「
こ
れ
ま
で
運
転
士
と
し
て
働
い
て
き
た

人
に
、
65
歳
以
降
も
活
躍
し
て
も
ら
い
た

い
。
自
動
運
転
で
彼
ら
の
負
担
を
軽
減
で
き

れ
ば
、
も
っ
と
働
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
今

い
る
社
員
に
も
長
く
鉄
道
人
と
し
て
働
い
て

も
ら
い
た
い
の
で
す
」

６
つ
に
分
類
さ
れ
た 

自
動
化
レ
ベ
ル「
Ｇ
Ｏ
Ａ
」と
は
？

２
０
２
７
年
度
か
ら
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
（
係

南
海
電
鉄

実
用
化
に
向
け
て
推
進
す
る

鉄
道
自
動
運
転
の
現
在
地
点

　

南
海
電
気
鉄
道
（
以
下
、
南
海
電
鉄
）
は
、
中
期
経
営
計
画
で
将
来
の
輸
送
形
態
の
環
境
整
備
を
掲
げ
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
に
加
え
て

自
動
運
転
の
実
装
を
進
め
て
き
た
。
人
材
・
運
転
士
不
足
と
い
う
課
題
が
あ
る
な
か
、
列
車
本
数
の
維
持
と
安
全
の
両
立
を
図
る
手
段
と

し
て
、
２
０
２
７
年
度
に
は
、
私
鉄
で
初
と
な
る
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・５
（
係
員
付
き
自
動
運
転
）
を
高た

か

師し
の

浜は
ま

線
で
導
入
す
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
核
を
担
う
担
当
者
に
そ
の
狙
い
と
未
来
へ
の
展
望
を
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀
／
写
真
画
像
提
供
◉
南
海
電
鉄
株
式
会
社

鉄道事業本部 安全推進部  
次世代鉄道システム導入推進 課長

岡本広基
Hiroki OKAMOTO
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員
付
き
自
動
運
転
）
の
営
業
運
転
を
開
始

す
る
こ
と
に
触
れ
た
が
、
そ
の
経
緯
を

振
り
返
る
前
に
、
Ｇ
Ｏ
Ａ
（G

rades O
f 

Autom
ation
）
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

Ｇ
Ｏ
Ａ
と
は
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｐ
（
国
際
公
共
交
通

連
合
）
に
よ
る
鉄
道
の
自
動
運
転
レ
ベ
ル
を

定
め
る
基
準
の
こ
と
で
、
０
か
ら
４
ま
で
の

５
段
階
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
２
・
５
は
日

本
独
自
基
準
）。

最
高
レ
ベ
ル
の
Ｇ
Ｏ
Ａ
４
は
、
運
転
士
や

係
員
が
乗
車
せ
ず
、
発
車
、
加
減
速
、
停

止
、
ド
ア
開
閉
、
異
常
時
対
応
な
ど
を
シ
ス

テ
ム
が
完
全
に
自
動
で
行
う
。
国
内
で
は
、

１
９
８
１
年
に
開
業
し
た
神
戸
新
交
通
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
線
や
ゆ
り
か
も
め
と
い
っ
た

新
交
通
シ
ス
テ
ム
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
ホ
ー
ム
と
線
路
を

天
井
ま
で
隔
て
て
転
落
や
接
触
事
故
を
防
ぐ

フ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ

れ
、
全
線
が
高
架
化
さ
れ
て
い
る
。
踏
切
も

一
切
な
く
、
人
や
障
害
物
と
な
り
得
る
も
の

が
線
路
内
に
侵
入
す
る
こ
と
が
な
い
。
あ
ら

か
じ
め
Ｇ
Ｏ
Ａ
４
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
高
度
な
自
動
運
転
を
可
能
に

し
て
い
る
の
だ
。

Ｇ
Ｏ
Ａ
３
は
、
一
部
の
モ
ノ
レ
ー
ル
で
す

で
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
自
動
列

車
運
転
装
置
）
に
よ
る
自
動
運
転
で
、
添
乗

員
が
乗
務
す
る
逆
ワ
ン
マ
ン
（
運
転
士
で
は

な
く
添
乗
員
の
み
が
乗
務
す
る
形
態
）
の
か

た
ち
を
と
る
。

車
両
の
発
進
・
停
止
や
加
減
速
な
ど
す
べ

て
の
操
作
は
シ
ス
テ
ム
が
自
動
で
行
う
た

め
、
動
力
車
操
縦
者
運
転
免
許
（
以
下
、
動

免
）
の
資
格
を
保
有
す
る
運
転
士
は
必
要
な

い
。
添
乗
員
が
担
当
す
る
の
は
、
ド
ア
の
開

閉
と
避
難
誘
導
の
み
だ
。

こ
う
し
た
高
い
レ
ベ
ル
の
自
動
運
転
を
実

現
す
る
に
は
、
人
や
障
害
物
の
線
路
内
へ
の

侵
入
を
完
全
に
な
く
す
必
要
が
あ
り
、
高
架

化
に
よ
る
踏
切
廃
止
や
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置

な
ど
巨
額
の
投
資
が
求
め
ら
れ
る
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
沿
線
の
自
治
体
や
住
民
の
合

意
形
成
も
必
要
に
な
る
た
め
、
か
な
り
の
時

間
を
要
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
技
術
が
あ
る
か
ど
う
か
」

だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
線
区
の
条

件
や
設
備
の
整
備
状
況
と
不
可
分
で
あ
る
た

め
、
既
存
の
鉄
道
を
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
自
動
運

転
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
の
は
難
易
度
が

高
い
。

そ
し
て
、
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
は
、
鉄
道
車
両
を
運

転
す
る
た
め
に
必
要
な
国
家
資
格
で
あ
る

「
動
免
」
を
持
つ
運
転
士
が
運
転
室
に
乗
務

し
、
運
転
士
の
責
任
の
下
で
自
動
運
転
を
行

う
。
踏
切
が
な
く
、
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ

れ
て
い
る
地
下
鉄
な
ど
で
採
用
例
が
あ
る
。

南
海
電
鉄
が
目
指
す
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
は
、

Ｇ
Ｏ
Ａ
２
と
Ｇ
Ｏ
Ａ
３
の
中
間
と
し
て
定
義

さ
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
で
、
通
常
時
は
自
動
運

転
で
走
ら
せ
つ
つ
、
先
頭
車
両
に
運
転
士
で

な
く
係
員
が
乗
務
し
、
非
常
時
の
停
止
操
作

な
ど
を
担
う
。
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
動

免
取
得
を
前
提
と
し
た
運
転
士
養
成
に
依
存

せ
ず
、
運
用
形
態
を
組
み
立
て
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

既
存
の
鉄
道
で
Ｇ
Ｏ
Ａ
３
、
４
の
実
現
に

は
莫
大
な
投
資
が
必
要
に
な
る
た
め
、
同
社

で
は
、
ま
ず
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
を
導
入
し
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
安
全
性
の
向
上
と
技
術
開
発

を
進
め
て
、
次
を
目
指
す
考
え
だ
。

GOA0～2
GOA0（路面電車）
GOA1（一般的な路線）
GOA2（東京メトロ丸ノ内線、
つくばエクスプレス等）

運転士が乗務

GOA2.5
※IEC及びJISには定義さ
　れていない、日本が独自
　に設定したレベル

JR九州 香椎線
運転士の資格を持たない
係員が列車の前頭に乗務
〈役割〉
緊急停止操作、避難誘導等

GOA3
添乗員付き自動運転 （一部のモノレール）

添乗員（運転士ではなく、緊急
停止操作も行わない）が乗務
〈役割〉避難誘導等

GOA4
自動運転

一部の新交通等：
ゆりかもめ、
神戸新交通等

係員（※）の乗務無し
※運転士、車掌、運転士では
　ない係員、添乗員

自動化レベル 乗務形態のイメージ 導入状況

（ ）

■鉄道の運転形態と自動化レベル

GOA：Grade Of Automation　※ IEC 62267（JIS E 3802）: 自動運転都市内軌道旅客輸送システムに
よる定義（IEC：国際電気標準会議（International Electrotechnical Commission）電気及び電子技術
分野の国際規格の作成を行う国際標準化機関）　※出典：プレスリリースをもとに作成。

明治 18 年（1885）12 月に開業し、大阪ミナミの拠点にある南海
電鉄なんば駅。

和歌山港線で実施された「係員付き自動運転 (GOA2.5)」走行試験。「試
運転」の行先表示を掲出し、2 両編成の 8300 系が和歌山市～和歌山港間
を往復走行した。
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重
ね
て
き
た
。
故
障
が
起
き
な
い
か
ぎ
り
、

１
ｍ
以
内
の
精
度
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
停
車
で

き
る
ま
で
運
行
精
度
も
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

認
可
を
得
る
た
め
の
厳
し
い
審
査

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
は
、
有

識
者
か
ら
な
る
自
動
運
転
検
討
委
員
会
か
ら

安
全
性
等
の
評
価
を
受
け
、
国
か
ら
認
可
を

得
る
必
要
が
あ
る
。

係
員
が
乗
務
す
る
運
用
を
前
提
に
、
異
常

時
の
停
止
手
順
や
踏
切
・
線
路
内
へ
の
立
ち

入
り
の
対
応
、
教
育
訓
練
の
内
容
ま
で
含
め

て
、
安
全
性
を
説
明
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る

た
め
、
新
し
く
開
発
し
た
自
動
運
転
シ
ス
テ

ム
で
試
験
走
行
を
続
け
、
ト
ラ
イ
・
ア
ン

ド
・
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
何
度
も
会

議
を
し
て
は
資
料
を
作
り
上
げ
る
日
々
だ
っ

た
と
い
う
。

そ
し
て
２
０
２
５
年
３
月
末
に
南
海
電
鉄

は
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自
動
運
転
検
討
委
員
会
か

ら
安
全
性
評
価
の
お
墨
付
き
を
得
た
。
こ
れ

は
、
自
動
運
転
の
実
用
化
に
向
け
た
ゴ
ー
サ

イ
ン
が
出
た
私
鉄
初
の
事
例
と
な
っ
た
。

２
０
２
６
年
１
月
の
取
材
時
点
で
は
、
監

督
官
庁
で
あ
る
近
畿
運
輸
局
に
各
種
申
請
を

行
っ
て
い
る
段
階
だ
が
、
２
０
２
７
年
度
に

は
高た

か

師し
の

浜は
ま

線
で
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自
動
運
転
に

よ
る
営
業
運
転
が
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。

２
０
２
５
年
度
中
に
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自
動

運
転
に
必
要
な
地
上
設
備
と
車
両
改
造
の
た

め
の
詳
細
設
計
、
お
よ
び
機
器
類
等
の
製
造

を
は
じ
め
、
２
０
２
６
年
度
に
は
地
上
設
備

人
材
不
足
へ
の 

危
機
感
が
出
発
点

南
海
電
鉄
が
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
の
実
現
に
動

き
だ
し
た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る

前
の
こ
と
。
当
時
の
社
長
よ
り
「
将
来
の
人

材
不
足
を
見
据
え
て
、
自
動
運
転
を
検
討
で

き
な
い
か
」
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
３
年
８
月
か
ら
和
歌
山

港
線
（
和
歌
山
市
駅
―
和
歌
山
港
駅
）
で
の

Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自
動
運
転
運
用
に
向
け
て
の

走
行
試
験
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

同
社
が
目
指
す
の
は
、
高
師
浜
線
で
の
営

業
運
転
だ
が
、
い
き
な
り
導
入
線
区
で
走
行

試
験
を
重
ね
る
の
で
は
な
く
、
試
験
を
行
い

や
す
い
環
境
を
先
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ

た
と
い
う
。

岡
本
さ
ん
は
、
走
行
試
験
を
現
実
の
業
務

と
し
て
回
し
て
い
く
う
え
で
、
時
間
の
取
り

方
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

「
和
歌
山
港
線
は
、
和
歌
山
港
と
徳
島
港

を
結
ぶ
南
海
フ
ェ
リ
ー
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ

を
組
ん
で
い
ま
す
。
昼
間
の
フ
ェ
リ
ー
の
発

着
が
な
い
時
間
帯
は
列
車
が
走
り
ま
せ
ん
。

そ
の
２
～
３
時
間
を
使
っ
て
工
事
列
車
と
し

て
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
点
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
揃
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
走

行
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
通
常
な
ら
営
業
が

終
わ
っ
た
深
夜
に
行
い
ま
す
が
、
深
夜
で
は

メ
ン
バ
ー
の
疲
労
度
も
高
い
で
す
し
、
私
自

身
も
非
常
に
し
ん
ど
い
で
す
か
ら
ね
」

南
海
電
鉄
で
は
、
安
全
性
の
確
認
を
進
め

な
が
ら
、
延
べ
７
５
０
０
㎞
の
走
行
試
験
を

■和歌山港線で実施した走行試験の様子

1  試験車両に積載した自動運転システム。 2  赤色の緊急停止ボタンに手を添える係員。緊急時にはボタンを押す。
3  車両内で走行試験の様子を見守る関係者。 4  自動運転の状況を確認するためのモニター画面。
5  走行試験が行われた和歌山港線の和歌山港駅。 6  緑色ボタンが起動時に押下するボタンで、赤色のボタンが緊急停止ボタン。
7  走行試験に使われた信号機。

13

5

6

7
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の
施
工
お
よ
び
車
両
改
造
を
完
了
さ
せ
る
と

い
う
。

さ
ら
に
２
０
２
７
年
度
に
は
走
行
試
験
を

実
施
し
て
、
係
員
の
養
成
を
行
う
計
画
だ
。

「
列
車
番
号
を
認
識
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
登
録
さ
れ
た
停
車
駅
な
ど
に
従
っ
て
自
動

運
転
が
行
わ
れ
ま
す
。
係
員
は
操
作
す
る
必

要
が
な
く
、
非
常
時
に
は
停
止
ボ
タ
ン
を
押

し
ま
す
」
と
岡
本
さ
ん
は
説
明
す
る
。
そ
れ

以
外
の
操
作
が
必
要
な
問
題
が
起
き
た
場
合

は
、
係
員
は
操
作
で
き
な
い
た
め
、「
動
免
」

保
持
者
と
交
代
す
る
。

今
後
、
こ
の
取
り
組
み
を
拡
大
す
る
過
程

で
は
、
運
転
士
と
係
員
が
乗
車
す
る
列
車
を

交
互
に
走
ら
せ
、
非
常
時
は
状
況
に
応
じ
て

乗
務
員
を
入
れ
替
え
な
が
ら
自
動
運
転
と
非

自
動
運
転
を
使
い
分
け
る
運
用
を
行
い
安
定

輸
送
が
行
え
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

自
動
運
転
の
導
入
に
あ
た
り
、
南
海
電
鉄

の
社
内
で
も
不
安
の
声
が
上
が
っ
た
と
い
う

が
、
岡
本
さ
ん
が
「
今
い
る
運
転
士
に
も
長

く
働
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
言
う
よ
う
に
、

自
動
運
転
化
が
進
ん
で
も
動
免
の
資
格
保
持

者
の
存
在
が
直
ち
に
不
要
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
異
常
時
対
応
や
教
育
の
面

で
、
引
き
続
き
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
る
。

自
動
運
転
導
入
を
控
え
る 

「
高
師
浜
線
」

と
こ
ろ
で
、
高
師
浜
線
の
〝
い
ま
〟
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
羽
衣
駅
か
ら

高
師
浜
駅
ま
で
の
１
・
４
㎞
を
結
ぶ
、
全
３

駅
の
短
い
路
線
に
乗
っ
て
み
た
。

２
０
２
４
年
４
月
に
高
架
化
さ
れ
た
羽
衣

駅
３
番
ホ
ー
ム
か
ら
２
両
編
成
の
車
両
に
乗

り
込
む
と
、
電
車
は
す
ぐ
に
進
行
方
向
の

右
、
大
阪
湾
に
向
か
っ
て
大
き
く
カ
ー
ブ
す

る
。
全
線
が
高
架
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
車

窓
か
ら
は
住
宅
街
の
向
こ
う
に
大
阪
湾
沿
い

に
並
ぶ
工
場
群
が
見
え
る
。
煙
を
吐
き
出
す

製
油
所
の
高
い
煙
突
を
眺
め
て
い
る
と
伽き

ゃ

羅ら

橋ば
し

駅
に
到
着
。
す
ぐ
に
発
車
す
る
と
あ
っ
と

い
う
間
に
終
点
・
高
師
浜
駅
に
着
い
た
。
所

要
時
間
は
３
分
ほ
ど
だ
。

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
た
め
、
先
頭
車
両
に

乗
っ
て
い
た
運
転
士
は
確
認
作
業
を
終
え
る

と
、
足
早
に
今
度
は
先
頭
車
両
に
な
る
後
方

車
両
に
移
動
し
た
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
な
停

車
時
間
で
羽
衣
駅
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。

期
待
さ
れ
る 

地
方
鉄
道
存
続
へ
の
貢
献

「
弊
社
は
、
昔
な
が
ら
の
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
自
動

列
車
停
止
装
置
）（
※
）
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
お
り
、
地
方
鉄
道
を
含
め
、
多
く
の

鉄
道
路
線
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
い
ま

す
。
我
々
の
自
動
運
転
へ
の
取
り
組
み
は
、

運
転
士
不
足
が
よ
り
深
刻
な
多
く
の
投
資
が

難
し
い
地
方
鉄
道
の
人
員
不
足
の
解
消
に
も

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
」

そ
う
語
る
岡
本
さ
ん
は
、
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５

の
技
術
面
や
管
理
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
方

の
鉄
道
事
業
者
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
地
方

鉄
道
の
存
続
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
す
で
に
地
方
の
鉄
道
事
業
者
か
ら
、

こ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
依

頼
は
増
え
て
い
る
と
い
う
。

１
９
１
８
年
開
業
と
長
い
歴
史
を
持
つ
高

師
浜
線
で
私
鉄
初
と
な
る
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自

動
運
転
が
始
ま
る
。

そ
の
新
た
な
鉄
道
の
か
た
ち
は
、
公
共
交

通
を
維
持
す
る
た
め
の
現
実
的
な
選
択
肢
と

し
て
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

※�停止（赤）を現示する信号機からある程度手前の位置に列車がさしかかったとき、運転士が所定の確認扱いをしないと自動的にブレーキがかかって停止させるシステム。
"Automatic Train Stop"（自動列車停止装置）の略語。

■自動運転化が予定されている高師浜線

高師浜線の終点・高師浜駅の停車中の様子。復路への準備のため、運転士が点検を行ってい
る。

羽衣駅のホーム。駅名の由来は “ 浜寺三名松 ” と呼ばれた「羽衣の松」という。歴史ある景
勝地とあって、ホームからの見晴らしも良い。

高師浜線の始発・羽衣駅は南海本線と接続し、難波・関西空港へのアクセスに利便性が高
い。バリアフリー設備が整った駅の周辺では、現在も再開発が進んでいる。




